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　今回の「地域人」は、ハッチョウトンボを守る会 会長
として活躍しておられる横田 芳武さんをご紹介します。

　「ハッチョウトンボを守る会」が発足したきっかけは、
平成２１年にたまたま通行人が耕作放棄地の中に１円玉
サイズの小さな赤いトンボを発見しました。最初は赤ト
ンボの赤ちゃん程度の認識しかありませんでしたが、
地域の活性化会議（雲城まちづくり委員会）で調査した
ところ、世界一小さいトンボとして知られる「ハッチョウ
トンボ」であることが分かり、地域の宝として保全活動
を始めることになりました。
　このハッチョウトンボは、しまねレッドデータブックで
絶滅危惧Ⅱ類に指定されている希少なトンボです。
　会の主な活動内容は、「絶滅危惧種の生育地の保全
活動で地域力の資源を次世代に繋げたい。」をモットー
に、低山地や休耕田をハッチョウトンボが生息しやすく
なるように環境整備をすることでハッチョウトンボの保
護をおこないながら、案内図の取り付けや駐車場等の
整備などもおこない、多くの方に来てもらえるよう、交
流人口の増加に向け取り組んでいます。
　しかし、ハッチョウトンボの生息地は日当たりがよく、
草丈の低い湿地帯ですが、近年は、埋め立てや湿地の
乾燥化、また伸び放題の雑草により生息地の減少傾向
が顕著となっています。そのため、特にトンボの飛来の
最盛期となる５月から８月にかけてトンボが過ごしやす

い環境となるように、整備や管理をおこなっています。
　この整備した耕作放棄地は、現在は島根県のみんな
で守る郷土の自然選定地のひとつ「雲城トンボ公園（約
30アール）」として親しまれています。なお、整備する
にあたり一番苦労したところは、人工的に作った湿地帯
のうえに渡り橋をつくったところです。この橋は完成ま
でに２年かかりました。
　また、地域住民をはじめ多くの方に理解を求めるた
め、公民館・保育園・小学校・中学校・高校・大学に対し、
観察会などを実施し「地域の宝」として再認識してもら
えるよう取り組んでおります。

　今後も自然とのふれあい活動を持続して、金城の波
佐地区（ほたる）、久佐地区（馬）との３点セットで、地域
の活性化のため協力しながら、観光交流人口の誘致に
取り組んでいきたいと思います。
　最後になりますが、５月から８月まで多くのハッチョウ
トンボが飛び交っています。特に成長したオスは「赤い
妖精」とも呼ばれるほど全身が鮮やかな赤色になりま
す。皆さんもぜひ一度、雲城トンボ公園まで赤い妖精
に会いにお越しください。お待ちしています。
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一般社団法人石見音楽文化振興会

この石見を「音楽文化の薫る街」
にするための挑戦

代表理事　田中  健一
　石見を「音楽文化の薫る街」にしたい思いで、この石見では
音楽関連４団体にて指揮や指導をしています。約130名のメ
ンバーと音楽漬け⁉の毎日を送りながら、各団体がより充実
した活動ができるプラットフォームにと一般社団法人石見音
楽文化振興会（会長 須山隆）を多くの方々の協力を得て創設
し、音楽を使って様々な社会課題の解決に挑戦しています。

一般社団法人 石見音楽文化振興会とは？
　「いわみ三ツ星コンサート」の運営を中心に地域の音楽
団体の支援や音楽イベントのプロデュースなど多岐に渡る
活動を行っています。この音楽文化振興の活動を通して、
音楽文化の熱量が増している石見地域に住んでいること
への誇りを感じてもらう、いわゆるシビックプライドの向上
を目指しての発足でした。活動にあたっては、誰もが音楽
を鑑賞しやすい環境づくり、また石見の文化芸術を支える
人材の確保、育成を進めています。さらにはそのような人
材を活用し、コミュニティセンターなどで高齢者を対象にし
たミニコンサートを行い、介護予防の一助として市民に理
解を得ながら多くの高齢者が利用できる環境を作ることに
も注力しています。特に楽器奏者に関しては全国から募る
ことにより、音楽就職が困難な若者へのUIターンが見込
まれ、結果的に定住化対策にもつながると考えます。
具体的な取り組みとしては…
● いわみ三ツ星コンサート（年3回）の企画・運営
● 音大生のUIターン支援
● GOTSUジュニアシンフォニックオーケストラ（小学生）の運営
● 若手演奏家の育成　● 音楽イベントのプロデュース
● ウラジオストク（ロシア）との音楽交流
● ソラシドジャズオーケストラ、江津市民混声合唱団、石見シン
フォニックオーケストラなど地域の音楽団体への協力

以下、活動の一部です。

いわみ三ツ星コンサート
　国内外で音楽活動を行っているプロの個人や団体を招待
し、市民が気楽に本物の芸術音楽に触れることができる環
境づくりを推進するために年3回、計10回実施しました。コ
ンサートのチケット収入の一部を地域で活動している子ども
たちの音楽団体へ楽器等の購入費として寄付し、音楽文化

の更なる向上を図っています。また地域の音楽愛好家や音
楽大学に在学している学生に対して、発表・発信の場をつく
り、石見の魅力を知ってもらいたいとも考えています。

GOTSUジュニアシンフォニックオーケストラ
　石見地域でも江津市は児童たちが音楽芸術に触れる機
会が少なく、特に楽器を演奏できる活動は皆無で、他地域
にはある小学生の金管バンドすら現在はありません。そん
な環境を少しでも整えるため楽器演奏を活動の主軸に置
いた取り組みです。市内の全ての小学校はもとより、近隣
の浜田市や大田市から
も入団者があり、合奏中
心に練習を行っていま
す。音楽を通して、子ど
もたち自身が音楽を楽
しみながら、生活の基本
である挨拶や返事、そし
て協調性やリーダーシッ
プなどを培わせることを
目標にしています。

音楽UIターンプロジェクト
　音楽を通して「働き方改革」と「まちづくり」を目標に掲
げ、多くのUIターンプロジェクトを推進しています。社会
課題の一つである企業においての人手不足解消と、この
地域の人口減少問題を解決するべく、県外からのUIター
ン者の受け入れを毎年実施しています。地域の労働力不
足を解消するための手段として、その移住希望者に市内企
業を紹介し、両者の意向がマッチングすれば石見で就職し、
定住するという流れを作っており、受け皿の協力を各企業
にお願いしています。
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